
 

 

 

 

 

コロナ社会を生き抜く行動指針 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 １月 ４日 変更 

岐阜県新型コロナウイルス感染症対策本部 

 

資料１ 
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１ 県民の皆さまへ 

 県民の皆さまに習慣として身に着けていただきたい基本的な感染防止対策を以下

にお示しします。あらゆる機会において、新型コロナウイルスが潜んでいることを

意識し、対策を実践していただきますようお願いします。 

（１）基本的な感染防止対策 

① ３密（密閉空間・密集場所・密接場面）のうち一つでも回避 

〇 職場や外出先でのイスや行列等では人との間隔を取りましょう。 

（できるだけ２ｍ。最低１ｍ） 

〇 在宅勤務や時差出勤を活用しましょう。 

〇 できる限り予約を取って外出しましょう。 

〇 ３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）が揃う場（注）は特に感染リス

クが高いですが、そのうちの１つの密でも注意し、業種別ガイドラインを遵

守している施設等を利用してください。 

（注）感染リスクが高まる以下の「５つの場面」に最大限の注意をお願いします。 

    ア 飲酒を伴う懇親会等 

    イ 大人数や長時間におよぶ飲食 

    ウ マスクなしでの会話 

    エ 狭い空間での共同生活 

    オ 居場所の切り替わり 

 

② マスクの着用 

〇 病気や障がい等により困難な場合を除き、仕事や買い物などで外出するとき

は、必ずマスクを隙間なくフィットさせて着用しましょう。（不織布マスク推

奨。フェイスシールドやマウスシールドの単独使用は不可） 

特に飲食店やカラオケ店においても、マスクの着用等により、飛沫対策は万

全にしましょう。 

 

③ 手指衛生 

〇 丁寧かつ頻繁な手指消毒（手洗い・消毒）を徹底しましょう。（「アルコール

手指消毒薬の使用」と「流水とせっけんでの手洗い」は同様の手指消毒効果が

あるため、どちらの徹底でも構いません。） 

〇 帰宅したときや、不特定多数の触れる部分に触った後は、必ず手を洗いまし

ょう。 
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④ 体調不良のときは行動ストップ 

〇 検温をはじめ、自らの体調確認を心がけ、体調不良の場合は、出勤・通学を

含む全ての行動をストップし、医療機関を受診しましょう。 

〇 同居家族が陽性の場合、濃厚接触者としてＰＣＲ検査の対象となり、その場

合自身のＰＣＲ検査の結果が陰性であっても１４日間の自宅待機・健康観察に

なります。（保健所の指示に従って対応してください。） 

⑤ こまめな換気 

〇 個室など密閉した部屋は、こまめに換気をしましょう。 

〇 エアコンと独立した換気扇の常時稼働が原則です。 

その設置がない場合は常に複数の窓や扉を開放しての通気のよい換気や扇風

機やサーキュレーターの外部に向けた使用等を行いましょう。 

（換気の目安） エアコンと独立した換気扇の設置がない場合は、１時間に最低２回、１回に  

            付き５分以上、以下の対応を。空気清浄機能がある装置を併用することも有効。 

             ・複数の窓や扉を開放しての通気のよい換気 

             ・扇風機やサーキュレーターの外部に向けた使用等 

（２）外出・移動 

〇 帰省や旅行等、都道府県をまたぐ移動の際は「三つの密」の回避を含め、特

に（１）の基本的な感染防止対策を徹底してください。 

〇 発熱等の症状がある場合は、帰省や旅行を控えてください。 

〇 緊急事態措置区域及びまん延防止等重点措置区域への不要不急の移動は極

力控えてください。（この場合において、ワクチン・検査パッケージ制度の適

用を受けた者は、その対象としないことを基本とします。） 

〇 「業種別ガイドライン」等を遵守している施設等を利用しましょう。 

（３）ワクチンを接種された皆さまへ 

〇 ワクチン接種後でも新型コロナウイルスに感染する場合はあります。 

〇 ワクチンを接種してから免疫がつくまでに１４日程度かかり、免疫がついて

も発症予防効果は９５％程度と高いものの、決して１００％ではありません。

また、時間の経過に伴い減少する可能性を示唆する報告もあります。 

〇 ワクチンを接種した後も決して油断せず、（１）の基本的な感染防止対策の

徹底の継続をお願いします。 



 

 

２ 事業者の皆さまへ 

（１） 職場にて取り組んでいただきたい感染防止対策 

〇 在宅勤務（テレワーク）、時差出勤、自転車通勤等、人との接触を低減する取組

みをお願いします。 

〇 職場はもとより、特に「居場所の切り替わり」（休憩室、更衣室、喫煙室等）にお

ける感染防止対策（換気、マスク着用など）を徹底してください。 

〇 二酸化炭素濃度測定器により、室内の二酸化炭素濃度が 1,000ppm を超えていな

いか、換気の状況を確認することも有効です。 

〇 職場や店舗等に関して、業種別ガイドライン等を参考に感染防止対策を徹底して

ください。 

（参考）業種別ガイドライン 

〇 内閣官房の「新型コロナウイルス感染症対策」ホームページでは、感染予防のための様々な

情報が集約されています。その一つに、業界団体が作成した、コロナ禍で感染拡大防止と事業

活動を両立させるための「業種別ガイドライン」があります。（約２００業種対応） 

〇 各事業者団体及び各事業者におかれましては、「業種別ガイドライン」を参考として、具体的

な「対策ガイドライン」や「運営マニュアル」を作成し、感染防止対策を徹底していただきま

すよう、お願いします。 
 内閣官房ホームページ：https://corona.go.jp/ 

（内閣官房新型コロナウイルス感染症対策トップページ→業種ごとの感染拡大予防ガイドライン一覧） 

（２）ぎふコロナガード 

〇 各事業所や店舗において、感染症防止対策の実施に責任を持つ「対策実施責任

者」（＝「ぎふコロナガード」）を選任してください。 

〇 上記対策実施責任者は、各業界が定める業種別ガイドラインを参考として、 

具体的な「チェックシート」を整備し、日々の感染対策を確認してください。 
（対策例）・従業員の健康チェック 

          ・従業員のマスク着用、手指衛生状況のチェック 

・職場における換気 等 

〇 「ぎふコロナガード」の詳細については、以下のホームページを参照の上、適切

な対応をお願いします。 

県ホームページ：https://www.pref.gifu.lg.jp/site/covid19/111110.html  
県トップページ→新型コロナウイルス感染症に関する情報→お知らせ「事業者の皆さまへ」 

→職場等における感染防止対策担当者の選任・設置について 
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３ イベント等について 

〇 県、市町村及び民間の催事施設においても、業種別ガイドラインに則し

た感染防止策に留意してください。 

また、イベントの開催時にはイベントの規模や内容によって、各種対

応が必要です。イベント主催者は別添資料１、別添資料２及び以下の県

ホームページを参照の上、適切な対応をお願いします。 

 

県ホームページ：https://www.pref.gifu.lg.jp/site/covid19/161193.html  
県トップページ→新型コロナウイルス感染症に関する情報→お知らせ「事業者の皆さまへ」 

→イベント開催等における感染防止安全計画等について 

 

〇 イベントの規模要件（人数・収容率等）は以下の県ホームページ「新型コ

ロナウイルス感染症に対する岐阜県の対応について」の「３.イベント等の

開催制限」のとおりとします。詳細は、以下のホームページを参照の上、適

切な対応をお願いします。 

 

       県ホームページ：https://www.pref.gifu.lg.jp/site/covid19/26717.html 
            県トップページ→新型コロナウイルス感染症に関する情報→県の対応状況「県の対策」 

→新型コロナウイルス感染症に対する岐阜県の対応について 
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４ 新型コロナ対策実施店舗向けステッカー制度 

県では、本指針や業種別ガイドラインに基づき感染防止対策を実施している

全ての事業者の皆さまに「新型コロナ対策実施店舗向けステッカー」を配布して

おり、このうち飲食店については、実際に取組状況を確認することで「第三者認

証店舗」に認定しています。 

 各事業者の皆さまは、感染防止対策を徹底のうえステッカーを取得いただき

ますようお願いします。 

（１）対象事業者 

〇 感染防止対策を実施している飲食業、小売業、サービス業などすべての事

業者が対象です。（風営法第 2 条第 6 項第 1 号、第 2 号、第 7 項第 1 号のい

ずれかに該当する事業者を除きます。） 

（２）申請方法 

〇 申込書と宣言書を事業所・店舗が所在する市町村窓口へ提出してくださ

い。 

（３）ステッカー配布 

〇 県または市町村から郵送等により配布します。 

（４）実地調査（飲食店のみ） 

〇 調査員が店舗を実地調査し、感染防止対策の取組状況を確認します。 

〇 対策が不十分な場合はステッカーの不交付あるいは取消しを行います。 

 

県ホームページ：https://www.pref.gifu.lg.jp/site/covid19/27741.html  
            県トップページ→新型コロナウイルス感染症に関する情報→お知らせ「事業者の皆さまへ」 

       →新型コロナ対策実施店舗向けステッカー制度について 
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参考：感染体験談 
   aa 

  

 

 

 

 

 

このような感染体験談や日々の感染状況等を岐阜県の公式 Twitter（岐阜県公式・コロナ

NEWS【@gifucovidnews】）でも随時発信していますので、是非ご覧ください。 



大声※１なしのイベント

収容定員設定あり 収容定員設定なし

収容率50％超※２であるが

参加予定人数※３ 5,000人以下

⇒Ａ

収容率50％以下

⇒Ａ

収容率50％超かつ

参加予定人数5,000人超

⇒Ｂ

参加予定人数5,000人以下

⇒Ａ

参加予定人数5,000人超

⇒Ｂ

大声ありのイベント

収容定員設定あり※４

収容率50％以下

⇒Ａ

収容率50％超
⇒中止を含め開催を慎重に判断

開催予定日（予定期間）が「まん延防止等重点措置」又は「緊急事態措置」の
実施期間に該当していないイベントの開催について

※１ 大声の定義を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」とし、これに対する対策がなされていないイベントは「大声あり」に該当する。
※２ 同一グループ内で座席間隔を設けないことにより収容率が50％を超える場合は除く。
※３ 会場内に同時に滞在する最大の参加者数で算定すること。また、参加者を事前に把握できない場合、イベント主催者等が想定する参加者予定人数で判断すること。
※４ 参加者の位置が固定できない場合は、十分な人と人との間隔（できるだけ２ｍ最低１ｍ）の維持の徹底を図ること。徹底できない場合は、収容率50％超の大声ありイベントに該当するものとする。
※５ ワクチン・検査パッケージ制度の適用を希望する主催者等は、Aの場合は感染防止対策チェックリスト（別添１）を、Bの場合は当該制度へ登録する旨を明記した感染防止安全計画（別添２)を、

それぞれ県に提出することで当該制度に登録が可能となる。

別添資料１

イベント主催者等は、予め感染防止対策チェックリスト（別添１）をホームページに公表し、イベント終了後は当該チェックリス
トを１年間保管すること。なお、問題発生時（クラスター発生、基本的対策の不徹底等）は結果報告（別添３）を県に提出すること。Ａ

Ｂ
イベント主催者等は、イベント開催の１か月前（遅くとも２週間前）を目処に県に感染防止安全計画（別添２）を提出すること。

また、イベント終了後は、結果報告（別添３）を県に提出すること（問題発生時は速やかに提出）。

収容定員設定なし

十分な人と人の間隔
（できるだけ２ｍ最低１ｍ）

の維持を徹底

⇒ 徹底ができない場合には
中止を含め開催を慎重に判断

⇒Ａ



大声※１なしのイベント 大声ありのイベント

開催予定日（予定期間）が「まん延防止等重点措置」又は「緊急事態措置」の
実施期間に該当しているイベントの開催について

別添資料２

収容定員設定あり 収容定員設定なし

収容率50％超であるが

参加予定人数5,000人以下

収容率50％※２以下かつ

参加予定人数※３ 5,000人以下

参加予定人数5,000人超

ただし人数上限あり★

参加予定人数5,000人以下

⇒Ａ

参加予定人数5,000人超

⇒Ｂ
ただし人数上限あり★

★人数上限について
原則5,000人まで。ただし、Ｂの対応により重点措置期間内は20,000人まで、緊急事態宣

言期間内は10,000人まで人数上限が緩和される。さらに、ワクチン・検査パッケージ制度
の適用により、収容定員まで追加可。

⇒Ａ

⇒Ａ

⇒Ｂ

※１ 大声の定義を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」とし、これに対する対策がなされていないイベントは「大声あり」に該当する。
※２ 同一グループ内で座席間隔を設けないことにより収容率が50％を超える場合は除く。
※３ 会場内に同時に滞在する最大の参加者数で算定すること。また、参加者を事前に把握できない場合、イベント主催者等が想定する参加者予定人数で判断すること。
※４ 参加者の位置が固定できない場合は、十分な人と人との間隔（できるだけ２ｍ最低１ｍ）の維持の徹底を図ること。徹底できない場合は、収容率50％超の大声ありイベントに該当するものとする。
※５ ワクチン・検査パッケージ制度の適用を希望する主催者等は、Aの場合は感染防止対策チェックリスト（様式１）を、Bの場合は当該制度へ登録する旨を明記した感染防止安全計画（様式２)を、

それぞれ県に提出することで当該制度に登録が可能となる。

イベント主催者等は、予め感染防止対策チェックリスト（様式１）をホームページに公表し、イベント終了後は当該チェックリスト
を１年間保管すること。なお、問題発生時（クラスター発生、基本的対策の不徹底等）は結果報告（様式３）を県に提出すること。Ａ

Ｂ
イベント主催者等は、イベント開催の１か月前（遅くとも２週間前）を目処に県に感染防止安全計画（様式２)を提出すること。

また、イベント終了後は、結果報告（様式３）を県に提出すること（問題発生時は速やかに提出）。

収容定員設定あり※４

収容率50％以下かつ

参加予定人数 5,000人以下

⇒Ａ

収容率50％超
⇒中止を含め開催を慎重に判断

収容定員設定なし

十分な人と人の間隔
（できるだけ２ｍ最低１ｍ）

の維持を徹底

⇒ 徹底ができない場合には
中止を含め開催を慎重に判断

⇒Ａ


